
　

こ
の
度
、
里
山
辺
地
区
町
会
連
合
会

長
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

北
小
松
町
会
長
の
豊
島
実
で
す
。
令
和

８
年
度
は
16
町
会
中
、
10
町
会
の
町
会

長
が
新
任
さ
れ
、
諸
先
輩
方
が
お
ら
れ

る
中
で
若
輩
者
の
私
が
会
長
の
重
責
を

担
う
こ
と
に
そ
の
責
任
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。
会
長
と
し
て
の
初
仕
事
は
４
月

の
山
辺
小
学
校
入
学
式
で
し
た
。
満
開

の
桜
の
風
景
に
思
わ
ず
「
桜
を
超
え
て

麦
畑
超
え
て
雪
の
ア
ル
プ
ス
春
を
歌
う

よ
」
と
私
が
学
ん
だ
里
山
辺
小
学
校
校

歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
が
、
残
念

　

本
年
度
、
計
画
し
て
い
る
一
年
間
の
主
な

事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
第
11
回 

里
山
辺
地
区
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　

５
月
27
日
（
水
）

◇
里
山
辺
地
区

　

軟
式
野
球
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

６
月
７
日
（
日
）

◇
里
山
辺
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

８
月
18
日
（
火
）

◇
第
71
回 

里
山
辺
地
区
大
運
動
会

　

10
月
18
日
（
日
）

◇
第
51
回 

里
山
辺
地
区
文
化
祭

　

１０
月
31
日
（
土
）・
11
月
１
日
（
日
）

◇
里
山
辺
地
区
第
70
回
卓
球
大
会
・

　

第
47
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会　
　

　

11
月
15
日
（
日
）

◇
立
志
式

　

２
月
６
日
（
土
）

令和8年度公民館事業 な
が
ら
山
辺
小
学
校
校
歌
は
歌
え
ず
、

新
１
年
生
と
な
っ
た
孫
と
一
緒
に
覚
え

て
、
来
年
は
歌
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
級
生
と
な
る
友
達
と
手
を
繋
ぎ
、

元
気
よ
く
入
場
し
て
き
た
新
１
年
生

の
希
望
に
満
ち
た
笑
顔
が
印
象
的
で

し
た
。
こ
の
子
た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
安

全
に
安
心
し
て
学
び
遊
べ
る
地
域
と

し
て
、
継
続
さ
せ
て
い
く
の
が
私
た
ち

の
責
任
で
あ
る
と
心
に
強
く
刻
み
ま

し
た
。

　

現
在
の
地
区
、
町
会
、
公
民
館
運

営
は
数
々
の
問
題
・
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
が
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
宮

澤
セ
ン
タ
ー
長
、
手
島
公
民
館
長
を

は
じ
め
職
員
の
皆
様
、
福
祉
ひ
ろ
ば

や
地
区
各
種
団
体
皆
様
と
手
を
繋
ぎ
、

そ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て
ワ
ン
チ
ー

ム
と
な
り
、
地
区
の
皆
様
か
ら
も
叱

咤
激
励
を
い
た
だ
い
て
、
与
え
ら
れ
た

仕
事
を
私
な
り
に
全
う
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
変
容
し
た
生
活
様

式
も
、
徐
々
に
元
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
の
実
例
と
し
て
、
昨

年
は
七
年
ぶ
り
に
地
区
大
運
動
会

を
開
催
し
、
多
く
の
住
民
の
皆
さ

ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は

二
連
覇
を
達
成
し
、
公
民
館
の
利

用
者
数
は
延
べ
一
万
数
千
人
に
上

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
当
地
区

が
市
内
で
も
有
数
の
社
会
教
育
イ

ン
フ
ラ
を
備
え
て
い
る
こ
と
の
裏

付
け
で
す
。

　

本
年
度
も
別
紙
に
示
す
と
お

り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
行
事

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

積
極
的
な
参
加
と
公
民
館
活
動
へ

の
ご
協
力
・
ご
理
解
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

公
民
館
長　

手
島　

学

里
山
辺
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば

濱
田
　
ま
な
み

館
へ
参
り
ま
し
た
。
公
民
館
で
の

仕
事
は
初
め
て
で
す
が
、
住
民
の

皆
さ
ま
と
協
力
し
な
が
ら
、
一
歩

ず
つ
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
里
山
辺
地
区

に
つ
い
て
は
、
勉
強
不
足
で
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
皆
さ

ま
か
ら
色
々
と
ご
教
示
い
た
だ
け

ま
す
と
幸
い
で
す
。
公
民
館
活
動

に
関
す
る
相
談
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

稲場　毅人

里山辺地区
公民館主事

　

４
月
１
日
付
け
の
異
動
で
地
域

づ
く
り
支
援
課
か
ら
里
山
辺
公
民

　

３
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
楽
し
い
毎
日
で
し
た
。
ひ
ろ

ば
の
利
用
者
と
し
て
、
ま
た
皆
さ

ま
と
お
会
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

因幡　由美

里山辺地区
福祉ひろば

　

４
月
か
ら
里
山
辺
地
区
福
祉
ひ

ろ
ば
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ひ
ろ
ば
の
活
動
は
初
め
て
で

す
が
、
皆
さ
ま
に
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
学
び
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
笑
顔

で
気
軽
に
集
え
る
ひ
ろ
ば
づ
く
り

の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

豊島　実

里山辺地区町会連合会
会長

令和7年度　里山辺公民館決算書
（単位:円）

歳　　　入
項　　目 決　算　額 項　　目 決　算　額

歳　　　出

1,850,000
281,420
239,009
2,260,071
197,308
4,827,808

445,315
0

105,000
814,621
596,501
248,425
80,000
255,094

0
67,000
81,000

2,134,852
4,827,808

町 会 分 担 金
補 助 金
雑 収 入
繰 越 金
戻 入 金
　合　　計　

学 習 活 動 費
館 報 編 集 費
図書視聴覚事業費
体 育 事 業 費
文 化 事 業 費
まちづくり事業費
補 助 金
事 務 費 等
委 員 費
保険料、慶弔費
予 備 費
次 年 度 繰 越
　合　　計　

令和7年度事業費繰越内訳

150,000

500,000

100,000
300,000
684,852

令和8年度
年度当初事業費

スポーツ行事用
備 品 購 入 費
公民館消耗品購入費
公民館備品購入費
その他事業費、予備費

400,000文化祭用備品購入費

北澤　美乃里

里山辺地区
地域づくりセンター

　

４
月
か
ら
里
山
辺
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
に
異
動
し
て
き
ま

し
た
。

　

前
所
属
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

で
は
気
候
市
民
会
議
を
担
当
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

に
向
け
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え

る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
経
験
を
活
か
し
、
自
然
豊

か
な
里
山
辺
の
魅
力
を
守
り
な
が

ら
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

里
山
辺
地
区
町
会
連
合
会

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

人
事
往
来

新
任
の
ご
挨
拶

退
任
の
ご
挨
拶

公
民
館
活
動
に
つ
い
て

復
活
の
鼓
動
丨 

里
山
辺
地
区 

丨

公

民

館

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

市
橋　

佑
磨

村
山　

佳
織

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー・公
民
館

異
動
職
員
の
紹
介

松 本 市 公 民 館 報 【里山辺版】 第 411 号③ 2026（令和８）年　5　月　30　日（土）

世帯数：    5,622戸
　男　：    5,738人
　女　：    6,118人
　計　：  11,856人

2026年5月1日現在



◎
は
長　

〇
は
副　

◆
町
会
連
合
会
・
公
民
館
長

 

町
会
名　
　

   

町
会
長　
　
　

 

公
民
館
長

下
金
井
○
赤
羽
節
夫　

佐
分
祐
大

新　

井　

多
田　

健　

柿
澤
英
二

湯
の
原　

金
宇
恵
二　

山
田
勝
則

藤　

井　

花
岡
彰
秀　

大
西
富
夫

上
金
井　

大
山
和
良　

金
井　

俊

薄　

町
○
小
幡
泰
俊　

篠
田
秀
美

兎
川
寺　

太
田
由
夫　

小
林
浩
之

荒　

町　

白
澤
保
久　

寺
島
宗
男

西
荒
町　

櫻
井
利
彦　

辻
本
健
治

北
小
松
◎
豊
島　

実　

滝
沢
利
充

西
小
松　

松
尾　

衛　

小
野　

忠

南
小
松　
小
岩
井
亮
治　

倉
田
佳
実

林　
　
　
小
岩
井
里
美
◎
中
澤　

寛

美
里
町　

柳
澤
伸
俊
○
丸
山
邦
彦

若
里
町　

中
谷
利
昭　
池
田
ひ
と
み

小
松
町　

三
ツ
井
仁　
平
林
憲
一
郎

◆
子
ど
も
会
育
成
会

◎
矢
﨑　

基 

〇
西
村　

輝

○
池
上
葉
子

◆
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

〈
各
種
団
体
〉

◎
手
島　

学
〇
豊
島　

実

　

丸
山
邦
彦　
百
瀬
ひ
ろ
み

　
浅
原
真
由
美　

三
木
雅
博

　

石
井
信
好　

縣　

正
樹

　

金
子　

碧　

斎
藤　

守

　

蓑
島
太
郎　

矢
﨑　

基

〈
町
内
〉　
藤
井
久
義　

鈴
岡
潤
一

山
田
勝
則　

大
西
富
夫　

金
井　

俊

小
林　

新　

須
澤
和
晴　

小
山
洋
範

成
田
由
美
子　

滝
沢
利
充　

松
尾　

衛

倉
田
剛
志　

中
澤　

寛　

丸
山
邦
彦

伊
藤　

進　
鎌
崎
幸
太
郎

◆
里
山
辺
公
民
館

公
民
館
長　
　
　

手
島　

学

公
民
館
主
事　
　

稲
場
毅
人

会
計
年
度
任
用
職
員　

小
松
可
奈

◆
公
民
館
運
営
委
員

◎
豊
島  

実
○
小
岩
井
里
美　

中
澤　

寛

金
子　

碧　

浅
海
智
広　
東
城
日
出
子

横
内
敏
之　

横
山
周
司　

矢
﨑　

基

◆
体
育
委
員

〈
本
部
〉
◎
横
内
敏
之
〇
荻
原
浩
司

〇
石
川　

和
也

楠
田
真
也　

萩
原
健
志　

大
和
潔
史

三
村
俊
幸　

上
條
隆
弘　

大
塚
美
穂

澤
田
勇
樹　

蓑
島
太
郎　

輿　

聖
二

百
瀬
一
実　

青
木
敬
一　

奥
原
康
二

〈
町
内
〉　
小
林
裕
一
郎　

多
田　

均

清
水
由
香
利　

花
岡
博
文　

内
山
隆
治

羽
山
茂
幸　

新
井　

光　

海
老
原
功

村
上
慶
京　

花
崎
直
彦　

小
野　

忠

小
岩
井
健
司　

田
村　

誠　

兼
子
龍
一

太
田
智
成　

百
瀬
和
男

◆
松
本
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員

萩
原
健
志　

東
城
日
出
子

◆
文
化
委
員

〈
本
部
〉
◎
横
山
周
司
○
小
林
貴
枝

二
木
幹
男　
大
久
保
孝
洋　

日
南
田
尚
久

堀
内
恵
美　

篁　
　

昇　

玉
井
雄
太

〈
町
内
〉
中
土
雅
人　
田
中
よ
し
子

小
林
貴
枝　

藤
井
優
子　

篁　
　

昇

小
林　

新　

平
出
征
史　
大
久
保
孝
洋

櫻
井
純
一　

石
田
守
彦　

室
賀
美
樹

竹
松
照
子　

栗
田
真
二　

瀧
澤
聡
之

伊
東　

進　

玉
井
雄
太

◆
図
書
視
聴
覚
委
員

◎
東
城
日
出
子
○
千
野
三
千
代　

石
川
水
穂

小
田
さ
お
り　

村
本
千
絵
美　

辻
ト
メ
子

◆
館
報
編
集
委
員

◎
浅
海
智
広
○
西
村
孝
也　

上
地
昭
一　
篠
田
由
美
子　

塩
原　

司

川
上
由
加
利　
櫻
井
由
美
子

（
敬
称
略
）

　

毎
年
恒
例
、
須
々
岐
水
神
社
の

例
大
祭
、「
お
船
祭
り
」が
５
月
４

日
・
５
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
初
夏
の
里
山
辺

地
区
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
お
船
修
繕
中
の
下
金
井

町
会
を
除
く
８
町
会
の
お
船
が
、

横
笛
や
太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
て

上
下
に
激
し
く
揺
す
ら
れ
な
が
ら

地
区
内
を
練
り
歩
き
、
神
社
ま
で

曳
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
船
が
境
内
に
入
る
と
、
見
物

客
か
ら
は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が

巻
き
起
こ
り
、
お
祭
り
の
熱
気
は

最
高
潮
へ
。
神
事
が
終
わ
る
と
、

お
船
は
一
艘
ず
つ
お
祓
い
を
受

け
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

お
祭
り
に
使
用
さ
れ
る
お
船

は
、
昭
和
61
年
に
長
野
県
宝
に
指

定
さ
れ
、
古
く
は
江
戸
時
代
中
期

頃
に
建
造
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
船
に
は

　

令
和
８
年
３
月
、
里
山
辺
公
民
館

駐
車
場
内
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

実
施
し
て
い
る
文
化
財
等
保
存
継
承

事
業
の
一
環
と
し
て「
山
辺
の
う
た
」

の
歌
碑
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

歌
は
昭
和
17
年
頃
、
当
時
、
山
辺

中
学
校
の
音
楽
教
諭
で
、
校
章
の
デ

ザ
イ
ン
も
手
掛
け
た
新
保
幸
一
先
生

が
、
寒
げ
い
こ
中
に
怪
我
を
し
て
入
院

し
た
際
、
病
室
か
ら
見
え
る
山
辺
を

眺
め
て
い
る
う
ち
に
歌
詞
と
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
思
い
浮
か
び
、
退
院
後
の
音

楽
会
で
発
表
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歌
に
は
新
保
先
生
が
こ
よ
な
く
愛

し
た
山
辺
へ
の
想
い
と
住
民
た
ち
の
温

か
い
心
情
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
歌
詞
を
読
み
、
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
聞
い
て
、
私
た
ち
の
郷
土
で

あ
る
山
辺
に
つ
い
て
、
想
い
を
巡
ら
せ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

豪
華
絢
爛
な
彫
刻
が
施
さ
れ
、
見

る
者
を
魅
了
し
て
く
れ
ま
す
。
近

年
は
、
老
朽
化
に
よ
る
破
損
等
も

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
順
番
に
大

規
模
修
繕
を
実
施
し
て
い
て
、
今

後
も
末
永
く
使
用
で
き
る
よ
う
、

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
来

年
は
、
下
金
井
町
会
の
お
船
が
大

規
模
修
繕
を
終
え
、
９
町
会
の
お

船
が
全
て
出
揃
う
予
定
で
す
。

　

地
区
住
民
の
誇
り
で
あ
る
お
船

祭
り
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、

今
後
も
様
々
な
取
組
み
が
な
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

里
山
辺
地
区
に
は
お
船
祭
り
の

他
に
も
、
誇
れ
る
お
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
隣

近
所
の
繋
が
り
も
希
薄
化
し
つ
つ

あ
る
現
代
で
す
が
、
お
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
た
、
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
を
今
後
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

山辺のうた　歌碑 
（場所：里山辺公民館駐車場）

お
船
祭
り
、
今
年
も
盛
大
に
開
催

里
山
辺
公
民
館

　
町
会
・
各
役
員
他

里
山
辺
公
民
館

　
町
会
・
各
役
員
他

『
山
辺
の
う
た
』

歌
碑
が
完
成
し
ま
し
た
！
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